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１ 事 業 運 営 方 針 

 

法人の目的である「慶長遣欧使節等の大航海時代

の歴史的事績並びに船舶及び海洋に関する学習・体

験の場を提供することにより、地域の振興及び青少

年の健全育成に寄与する」という基本方針を中心に、

現在、牡鹿半島の玄関口としてリニューアルの準備

が進められるミュージアムの存在意義を発信し、石

巻圏域の観光拠点として地域の活性化及び賑わいの

創出を図るための各種イベント・文化交流事業等を

実施した。 

 

２ 公 益 目 的 事 業 

 

公-１ 慶長使節船ミュージアム企画事業 

 

当協会は、宮城県よりミュージアムの管理運営・関連企画事業の実

施等を受託しているが、企画事業の中心であった復元船の展示が終了

したことから、これまで紹介してきた慶長使節の歴史に加え、使節を

育んだ三陸・牡鹿の風土をテーマとした展示・イベント企画を行い、

館内事業の枠を超えて地域の文化・観光振興に歴史・文化の分野から

貢献できるよう、下記のソフト事業を展開した。 

他にも、県制１５０周年記念事業や各種自治体の観光誘客キャンペ

ーン、地域団体との連携を図り、石巻圏域全体における交流人口増加

を念頭に置いた各種誘客事業等を、新型コロナウィルス感染症の状況

を鑑みつつ実施した。 

また、令和４年１１月１日から、展示等のリニューアル工事に伴う

長期休館となったが、休館期間中も市内の博物館等の関係団体と積極

的に連帯を図りながら、出張展示や出張講座など各種企画事業を積極

的に開催した。 
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（１）宮城県制１５０周年記念特別企画「おもてなし抽選会」 

【期間】令和４年４月１日～９月３０日 

【会場】サン・ファン館エントランス 

【内容】宮城県制１５０周年記念観光キャンペーン期間中に、館

内無料ゾーンを拡充し、来館者にオリジナルノベルティ

を配布する他、サン・ファン・オリジナルグッズなどが

当たる無料抽選会等を実施した。 

【参加者】７，１６６名 

 

 

（２）GW 特別企画 

【期間】令和４年４月２９日～５月５日 

【会場】サン・ファン館エントランス 

【内容】ゴールデンウイークに合わせて、各日、無料ゾーンにて高校生以下を対象にお菓子のすく

いどり体験を実施した。また、親子レクチャー企画の特別イベントとして「こいのぼり」

「かぶと」「埋木マグネット」が作れるワークショップを実施した。 
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（３）第３回「サン・ファン号を未来へつなぐコンクール」 

【内容】宮城県内の小中学生を対象に「絵画部門」「デザインマーク部門」の２部門からそれぞれの

テーマに沿った作品を募集し、全応募作品１５１点を展示した。 

◎作品募集期間 令和４年６月下旬～９月１１日（日） 

◎表彰式    令和４年１０月１０日（月・祝） 

◎作品展示期間 令和４年１０月８日（土）～令和４年１０月３１日（月） 

【テーマ】 

◎絵画部門 ～未来へ進もうサン・ファン・バウティスタ号～ 

「石巻とサン・ファン号」「未来のサン・ファン号」「サン・ファ

ン号の航海」「サン・ファン号の歴史」などサン・ファン号や

伊達政宗・支倉常長に関するもの。 

◎デザインマーク部門 ～２１世紀のサン・ファン号～ 

「未来のサン・ファン・バウティスタ号」をイメージしたデザインマーク 

【実 績】応募総数：１５１点≪絵画部門・・・６１点（小学校低学年の部：２２点、小学校高学

年の部：２６点、中学生の部１３点）／デザインマーク部門 ９０点（学年は問わない）≫ 

【表彰・副賞】 

◎最優秀賞  ４名 （図書カード１０，０００円、オリジナルグッズ） 

◎優秀賞  ７名 （  〃   ５，０００円、    〃   ） 

◎入選    ２０名 （  〃   １，０００円、    〃   ） 

◎審査員特別賞   １名 （  〃   ３，０００円、    〃   ） 

※ 応募者全員に、サン・ファンオリジナルボールペン、トートバック、ポストカードを贈呈 

【審査員】 

◎画家 小野寺純一氏／宮城県／石巻市教育委員会 

サン・ファン館館長 

【後 援】宮城県／石巻市／石巻市教育委員会 
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「石巻かほく」掲載記事（令和４年１０月９日付） 
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（４）令和４年度企画展「帆船と航海」 

【期間】令和４年７月１５日～１０月３１日 

【会場】サン・ファン館 企画展示室 

【内容】ミュージアムがリニューアルのため一区切りを迎えるにあたり、館の原点に立ち返る企

画として、帆船がなぜつくられ、どのようにしてたびだち、そして何をもたらすのかに

ついて紹介するための企

画展を開催した。 

【来場者数】４，４０２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）サン・ファン歴史講座『サン・ファン号出帆の世界的前提―「戦国日本」から「帝国日本」へ―』 

 【期間】第１回 令和４年７月１６日「織田信長と大航海時代」（４８）※括弧内は受講者数 

     第２回 令和４年８月２７日「豊臣秀吉のバテレン追放令と朝鮮出兵」（８８） 

     第３回 令和４年９月２４日「徳川家康の外交と政宗の登場」（１１６） 

 【会場】サン・ファン館 セミナールーム 

【内容】サン・ファン館の平川新館長を講師に世界史を中心と

した三つのテーマをもとに歴史の楽しさ、奥深さを伝

える歴史講座を開催した。また、後日、講座の動画を

当館公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルにアップロード

し公開を行った。 
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（６）第２９回サン・ファン祭り（共催事業） 

 【期日】令和４年１０月２３日 

 【会場】石巻市サン・ファン・バウティスタパーク／サン・ファン館 

  【内容】復元船の進水を祝い、地域活性化を目指す目的で例年五月下旬に開催していたが、新型

コロナウィルス感染症の拡大防止のため、秋季に延期し、今年度は３年ぶりに石巻市サ

ン・ファンパークおよび館内でイベントを開催した。 

【来場者数】３，０００名 
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（７）令和４年度 シンポジウム「未来への航海―新しいサン・ファン館に期待するもの―」 

【期日】令和４年１０月２９日 

【会場】サン・ファン館セミナールーム 

【内容】「新しいサン・ファン館に期待するもの」について

博物館・観光・教育など様々な視点から話し合うシ

ンポジウムを開催した。 

【来場者数】５２名 

 

 

（８）牡鹿半島ビジターセンター コーナー展 

「牡鹿半島・海と浜の続トリビア１０（ＴＥＮ）」ｉｎ鮎川」（協力事業） 

【期間】令和４年１１月１２日～令和５年３月３１日 

【会場】牡鹿半島ビジターセンター 

【内容】牡鹿半島ビジターセンターが主催する、金華山を中心

とした牡鹿半島の民俗や文化を紹介 したコーナー展

に資料提供などの協力を行った。 
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（９）出張展示「とびだせサン・ファン！」 

第３回サン・ファン号を未来へつなぐコンクール応募作品展 

ｉｎマルホンまきあーとテラス 

【期間】令和４年１２月１３日～１２月２７日 

【会場】マルホンまきあーとテラス市民ギャラリー 

【内容】１０月にサン・ファン館で開催した「第３回サン・フ

ァン号を未来へつなぐコンクール応募作品展」の展

示を別会場にて行った。 

【来場者数】８１５名 

 

（１０）出張展示「とびだせサン・ファン！」ミニ企画展 

「サン・ファン号がめざした世界」 

【期間】令和５年１月１７日～２月１２日 

【会場】石巻市博物館 常設展示室 

【内容】慶長使節船が出帆した当時の世界状況と慶長使節

派遣の関わりなどを紹介するミニ企画展を行った。 

【来場者数】４２２名 
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（１１）冬季出張講座「どうする政宗―サン・ファン・バウティスタという船名でいいの？―」 

サン・ファン館の平川新館長を講師にスペイン語で「サン・ファン・バウティスタ号」（洗礼者聖

ヨハネ号）と名付けられた船名の謎を解くとともに、「サン・ファン・バウティスタ号」の呼び名に

ついて歴史背景を読み解きながら問題提起する講演会を二つの会場で開催した。 

 開催日 場所 受講者数 

Ⅰ石巻会場 令和５年２月２５日 マルホンまきあーとテラス 大研修室 ６０名 

Ⅱ仙台会場 令和５年３月４日 
東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 

５１１教室 
２３６名 
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公-２ 慶長使節船ミュージアム管理業務 

 

宮城県から受託するミュージアムの維持管理のためのメ

ンテナンス、来館者の確保などの管理運営のほか、資料展示

などに当たっては、法人の所有する展示物や学芸員等による

研究成果の有効活用に努め、博物館相当施設としての機能充

実を図った。 

県内の博物館と情報交換を積極的に行い、復元船「サン・

ファン・バウティスタ」号の展示公開終了に対応する形で展

望棟展示の充実を図り、施設の運営管理・各種事業を実施した。また、令和６年度ミュージアムのリ

ニューアル関連業務にあたって、協会として可能な限りの技術的支援を行った。 

【令和４年度入館者数】１０，４６９名（前年比７３．５％）※令和４年１０月末まで 

 

（１）慶長使節船ミュージアム 展示解説 業務 

慶長使節の歴史を伝える常設展示のほか、「サン・ファン・バウティスタＶＲ船内ツアー」などの

デジタルコンテンツなどを活用しながら、随時案内を行った。 

 

（２）慶長使節船ミュージアム 広報業務 

宮城県・石巻市の広報紙、旅行雑誌への記事掲載、新聞等メディアを活用した広報のほか、ＷＥＢ

サイト・ＳＮＳ等の情報発信ツールを活用した。また、館外のイベントブース企画等に積極的に参加

し、ミュージアムのＰＲに努めた。 

▲JR 石巻・渡波駅看板 

◀案内パンフレット 

 公式インスタグラム▶ 
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≪参加実績≫ 

１．牡鹿鯨まつり 

【開催日】令和４年８月２１日（日） 

【場 所】ホエールタウンおしか 

 

 ２．米沢城史苑３０周年感謝祭 

【開催日】令和４年９月１７日（土）～１９日（月祝） 

【参加日】令和４年９月１７日（土）・１８日（日） 

【場 所】上杉城史苑（米沢市） 

 

（３）学校団体の受け入れ（博物館は教室だ！） 

主に春季～秋季にかけて修学旅行・校外学習等の学校団体の受け入れを行った。 

新型コロナウイルス感染対策のため、体験は最小限とし、映像鑑賞、展示説明を中心に対応した。 

また、サン・ファンパーク及び休憩所を昼食会場として活用した。  

 来館日 学校名 人数 

1 5/11（水） 山形市立第四中学校 第３学年 68 名 

2 5/20（木） 宮城県水産高校 第１学年 16 名 

3 5/27（金） 学校法人有朋学園 有朋高等学院 第３学年 20 名 

4 6/1（水） 宮城県水産高校 第１学年 17 名 

5 6/3（金） 宮城県水産高校 第１学年 16 名 

6 6/10（金） 八戸工業大学第二高校附属中学校 第 2・3 学年 28 名 

7 7/6（水） 宮城県水産高校 第１学年 15 名 

8 10/20（木） 岡山県立岡山城東高等学校 第 2 学年 15 名 
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（４）慶長使節船ミュージアム 特別開館等 

ア）入館料無料開放・・・海の日（７月）、出帆記念日（１０月） 

イ）開館時間延長・・・・８月中（午後５時３０分まで 1 時間延長） 

 

（５）慶長使節船ミュージアム 各種設備機器保安・保守業務 

運営組織に基づき協会職員が管理運営に当たるほか、次の業務は各専門の業者に委託し、更なる施

設の安全性の向上と効率的な施設の維持管理に努めた。 

ア）清掃業務 イ）警備業務 ウ）昇降装置保守点検業務 エ）階段昇降機設備保守点検業務 

オ）施設管理業務 カ）植栽管理業務 キ）電気設備管理保安業務 

 

（６）慶長使節船ミュージアム 企画運営委員会 

館長の諮問機関として、企画広報事業に関する意見や提案等を受け事業運営に反映を行うための

有識者会議を開催した。 

【日時】令和５年３月２９日（水） 

【場所】メトロポリタン仙台 

 

 

 

  

9 10/22（土） 東北大学 留学生 19 名 

10 10/26（水） 石巻市立万石浦中学校 1 学年 49 名 
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公-３ サン・ファン・バウティスタ復元船管理業務 

 

老朽化に直面していた復元船については、令和４年７月末に解体工事が終了した。解体後は、宮城

県や解体担当業者と協議を重ねながら、現場作業の連絡調整、復元船ビルジポンプやドック水レイク

リフターを始めとした機器管理の引継ぎ、指導、状況の記録、視察対応等に当たった。 

また、復元船が担ってきた役割を後継船と共に新しい形で後世に繋いでいくための方策を検討し

ながら、引き続きその意義の継承に努めている。 

 

（１）復元船サン・ファン・バウティスタ号解体現場見学路の開放 

      ～旅立ち・新時代への航海～ 

【期間】令和４年４月２２日（金）から 令和４年７月末まで 

【場所】サン・ファン館 エスカレーター棟 中段野外広場 

【内容】復元船サン・ファン・バウティスタ号の解体工事現場への見学路について、来館者の安全

が確保できる範囲で開放した。 
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（２）復元船サン・ファン・バウティスタ 解体廃材の配布 

解体中の復元船「サン・ファン・バウティスタ」号の廃材を、期間限定で希望者に配布した。 

【配布日】令和４年６月４日、５日 

【会 場】サン・ファン館 ドック棟東ウィング 

【配布人数】２０名 ※6 月 5 日の配布途中で廃材が無くなったため終了 

 

（３）復元船部材を利用したグッズの製作 

復元補修用資材を利用し、オリジナルティートレーを製作し、サン・ファンショップにて販売した。 
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公-４ 石巻市サン・ファン・バウティスタパーク管理運営業務 

 

立体駐車場、サン・ファン広場、芝生広場等で構成されるサ

ン・ファンパークは、ミュージアムの付帯施設として、来場者

の憩いの場、イベント会場を提供している。市民の文化活動の

向上に資し、合わせて市民の憩いの場を提供するため、隣接す

る宮城県慶長使節船ミュージアムとの一体的な管理運営によ

り効率的な維持管理に努めた。 

【令和４年度入園者数】３４，８１４名（前年比７１．０％） 

 

（１）サン・ファンパーク 観光案内業務 

サン・ファンパークは、石巻圏域と牡鹿半島の観光の拠点として、

サン・ファンパーク立体駐車場１階に「サン・ファンインフォメー

ションセンター」を設置するとともに、無料Ｗｉ－Ｆｉを整備し、

観光客の利便性の向上を図りながら、石巻地域の観光・文化施設を

中心に大型モニターや各施設のチラシなどによりＰＲした。 

 

（２）サン・ファンパーク 各種設備機器保安・保守業務 

サン・ファンパークは、駐車場、トイレ、自動販売機等を備えてお

り、不特定多数の市民が利用していることに併せて、隣接するサン・

ファン館の入館者の殆が利用していることから、開園中は協会職員

が運営管理に当たるほか、次の業務は各専門の業者に委託し、更な

る施設の安全性の向上と効率的な施設の維持管理に努める。 

ア）清掃業務 イ）警備業務 ウ）施設管理業務 

エ）植栽管理業務 

 

（３）サン・ファンパーク 利用実績 

サン・ファン広場を中

心に、安全な憩いの場の

提供を行っている。学校

団体利用実績は以下のと

おり。 

 

 

 

 来館日 学校名 人数 

1 5/26（木） 仙台市立松陵中学校 1 年生 48 名 

2 6/18（土） 石巻専修大学 生物科学科 90 名 

3 11/22（火） 石巻市立万石浦小学校  

4 R5/1/17（火） 保育園児 30 名 

5 R5/2/28（火） 法山寺幼稚園 年中・年少 60 名 
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３ 収 益 事 業 

 

Ⅰ サン・ファンショップ グッズ販売事業 

 

サン・ファン関連のグッズや石巻市の産品などを取り揃え、より一層の販売促進やサービスの向上

に努めた。また、今年度は旧レストランスペースを活用し、無料ゾーンを拡充すると共に、オリジナ

ルソフトクリームを販売するなど、来館者の満足度向上に努めた。 

関連イベントなどにも積極的に出店し、当館のＰＲやリピーターの増加に努めた。 

 

４ 法 人 管 理 

 

Ⅰ 慶長遣欧使節船協会 理事会 

 

 第１回理事会       【令和４年４月２０日（水）】※決議の省略 

 第２回理事会 （通常理事会）【令和４年５月２４日（火）】 

 第３回理事会       【令和４年７月１５日（金）】※決議の省略 

 第４回理事会       【令和４年１２月２日（金）】※決議の省略 

 第５回理事会 （通常理事会）【令和５年２月２日（木）】 

 

Ⅱ 慶長遣欧使節船協会 評議員会 

 

 第１回臨時評議員会    【令和４年４月２８日（木）】※決議の省略 

定時評議員会       【令和４年６月８日（水）】※決議の省略 

第２回臨時評議員会    【令和４年８月３日（水）】※決議の省略 

第３回臨時評議員会    【令和４年１２月２０日（火）】※決議の省略 


